
三
芳
町
は
、
武
蔵
野
の

美
し
い
平
地
林
と
、

整
然
と
区
画
さ
れ
た

畑
を
残
す
町
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
三
芳
町
と
い
え
ば
「
緑

豊
か
な
町
」と
イ
メ
ー
ジ
す
る
ほ
ど
、

平
地
林
が
あ
る
こ
と
は
当
た
り
前
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
三
芳
に
暮
ら
し
た
先
人
た
ち
が
長

い
年
月
を
か
け
て
知
恵
と
工
夫
を
凝

ら
し
、
三
芳
町
を
築
き
あ
げ
て
き
ま

し
た
。
先
人
が
残
し
た
平
地
林
を
守

り
続
け
た
結
果
、
今
も
緑
豊
か
な
環

境
の
な
か
で
、
私
た
ち
は
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
現
在
も

➊多福寺周辺で行われた昨年１月の体験落ち葉掃きの様
子。親子で参加する姿が多く、家族で町の歴史を体験す
ることができる、三芳町自慢の行事となっています。➋体
験落ち葉掃きは趣向を凝らし、楽しむ試みも。落ち葉上げ
コンテストでは、どれだけ落ち葉を持ち上げられるかを競
います。➌落ち葉と触れ合うことは三芳町の歴史に触れる
のと同じ。遊びながらふるさとを感じることができるのは
三芳町の魅力のひとつです。➍➎竹かごに詰め込まれた落
ち葉を圧縮するために足踏みをしたり、中に入ったりしま
す。落ち葉の感触はずっと忘れられないものとなります。

●➊●➋

●➌

●➍●➎

三芳町の魅力の一つ農業を広めてい
くことが、地域活性に繋がると思

い、落ち葉掃きイベントを 20 年続けて
います。例年延べ 100人が参加している
落ち葉掃きを体験したり、夏にはえだま
めがりなどを行い、農業の楽しさ、理解
を深めていく活動をしています。落ち葉
で作られた肥料は土が元気になります。
先人から受け継がれた畑をずっと守り続
けていきたいです。

化学肥料などに比べ、落ち葉堆肥農法
は手間がかかります。さらに相続税な
どの負担などがあり、平地林を守るこ
とは農家の皆さんにとって簡単なこと
ではありません。落ち葉掃きイベント

などを通じて、より多くの人に落ち葉堆肥農法を知ってもらうことが、
先人から守り続けられた武蔵野の平地林を支えることになります。

農業への理解を深めたい

多
く
の
農
家
で
平
地
林
の
落
ち
葉
を

堆
肥
に
し
、
手
間
を
惜
し
ま
ず
に
先

人
の
想
い
を
守
り
な
が
ら
、
美
味
し

い
野
菜
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

歴
史
を
体
験
す
る

　
３
０
０
年
以
上
守
り
続
け
ら
れ
て

い
る
落
ち
葉
堆
肥
農
法
の
元
と
な
る

落
ち
葉
掃
き
を
多
く
の
人
に
伝
え
、

三
芳
町
の
歴
史
と
先
人
の
想
い
を
体

験
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
町
内
各
所

で
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
毎
年
三
芳
町
主
催
で
行
わ
れ
て
い

る
「
体
験
落
ち
葉
掃
き
」。
親
子
で

の
参
加
が
多
く
、楽
し
み
な
が
ら「
ヤ

マ
」
を
掃
き
ま
す
。
参
加
者
の
体
か

ら
湯
気
が
上
が
る
姿
が
見
ら
れ
る
ほ

ど
熱
気
に
包
ま
れ
ま
す
。

　
農
家
の
人
だ
け
で
敷
地
の
落
ち
葉

を
集
め
る
こ
と
は
大
変
で
す
が
、
イ

ベ
ン
ト
と
し
、
多
く
の
力
を
借
り
る

こ
と
で
、
早
く
落
ち
葉
集
め
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

落
ち
葉
の
恵
み

　
落
ち
葉
を
堆
肥
に
し
て
作
ら
れ
た

野
菜
の
お
い
し
さ
の
秘
密
は
、
先
人

の
知
恵
で
育
ま
れ
た
武
蔵
野
の
落
ち

葉
の
恵
み
や
守
り
続
け
る
農
家
の
皆

さ
ん
の
想
い
、
三
芳
町
を
愛
す
る
人

た
ち
の
支
え
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
１
月
に
行
わ
れ
る
各
所
の
落
ち
葉

掃
き
で
、
先
人
の
想
い
、
町
の
歴
史

に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
■

平地林を守り続ける。

落ち葉を掃き、歴史に触れる。
三芳町の野菜が美味しい理由の一つ、「落ち葉堆肥農法」。毎年町内各所で開催される落ち葉掃き。
三芳町主催以外にも今回の特集に登場した三富落ち葉野菜研究グループ、みよしグリーンサポート隊
で落ち葉掃きを実施。年に数回しか行われない貴重な体験をし、三芳町の歴史に触れてみませんか。

武蔵野の大地の恵みを、体験しませんか。

落
ち
葉
の
恵
み
。

↑�

昭
和
40
年
代
の
落
ち
葉
掃
き
。

体験落ち葉掃き

三富落ち葉野菜研究グループ
落ち葉掃き

みよしグリーンサポート隊
隊員募集中

武蔵野の面影を残す平地林が残る三芳町。平地林の自然を満喫しながら、三芳町の農業や知恵
を探ってみませんか？落ち葉掃きを体験した後に落ち葉持ち上げコンテストを行い、みよし野
菜がたっぷり入ったけんちん汁や蒸かしイモも味わうことができます。

「農」の楽しさを落ち葉掃きや農作業、えだまめが
りなどを通じて体験してもらう活動をしているグ
ループです。落ち葉でつくった堆肥を畑に施し、夏
には収穫体験として「えだまめがり」が行われます。

要事前連絡

参加費 500 円

町の各所を整備し、未来を担う子どもたちに自然豊か
な環境を守っているグリーンサポート隊では、随時隊
員を募集しています。また、緑地公園周辺で落ち葉掃
きを 1 月 15 日㈰実施。集めた落ち葉は「みよし野菜」
の栄養分となる堆肥として活用されます。グリーンサ
ポート隊の一員となり、一緒に三芳町の自然を守りた
い人、落ち葉掃きに参加したい人（若干名）は三芳町
環境課へご連絡ください。

先人の想いが詰まった落ち葉に触れ合う

■日程 / 平成 29 年 1 月 14 日㈯ ※予備日 1 月 21 日㈯
■時間 /9:15 ～ 13:00（9:00 受付開始）
■場所 / 多福寺境内　■ 定員 /150 人
■�持ち物 / お弁当、水筒、お椀、おはし、軍手、タオル、マスク、レジャー

シート ※服装は長袖長ズボンと運動靴
■�申込方法 / 観光産業課に申込書を提出または電話で申し込み。
　1 月 10 日㈫締め切り。
　※申込時、参加者全員の氏名・住所・年齢・連絡先をお知らせください。
■問い合わせ / 観光産業課　農業振興担当　内線 219

1/14 Sat
参加費３００円

▶実施日

問　グループ代表：早川徹　☎ 049-258-2453 問　三芳町環境課 ☎ 049-258-0019（内線 218）

1/15㈰・22㈰・29㈰

三富落ち葉野菜研究グループ 早川 徹さん
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